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【国際特許分類】
   Ｂ２２Ｆ   1/00     (2006.01)
   Ｂ２２Ｆ   1/02     (2006.01)
   Ｂ２２Ｆ   3/02     (2006.01)
   Ｂ０１Ｊ   2/00     (2006.01)
   Ｂ０１Ｊ   2/28     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｂ２２Ｆ   1/00    　　　Ａ
   Ｂ２２Ｆ   1/02    　　　Ｂ
   Ｂ２２Ｆ   3/02    　　　Ｍ
   Ｂ０１Ｊ   2/00    　　　Ｂ
   Ｂ０１Ｊ   2/28    　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成26年2月27日(2014.2.27)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数個の金属粒子を有機バインダーで結着してなる二次粒子と、
　前記二次粒子の表面を覆うように設けられた外側被覆層とを有し、
　前記外側被覆層は、前記有機バインダーよりも水溶性の低い材料で構成されたものであ
ることを特徴とする造粒粉末。
【請求項２】
　前記外側被覆層の存在比は、前記金属粒子１００重量部に対して０．０２重量部以上０
．８重量部以下である請求項１に記載の造粒粉末。
【請求項３】
　前記有機バインダーよりも水溶性の低い材料は、有機アミン類またはその誘導体、およ
び、アクリル系樹脂のいずれかである請求項１または２に記載の造粒粉末。
【請求項４】
　前記有機バインダーよりも水溶性の低い材料は、有機アミン類またはその誘導体であり
、
　前記外側被覆層は、前記二次粒子との界面の少なくとも一部において、前記金属粒子の
表面と接している請求項１ないし３のいずれかに記載の造粒粉末。
【請求項５】
　前記有機アミン類またはその誘導体は、アルキルアミン、シクロアルキルアミン、アル
カノールアミンおよびこれらの誘導体のうちの少なくとも１種である請求項３または４に
記載の造粒粉末。
【請求項６】
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　前記有機アミン類の誘導体は、前記有機アミン類の亜硝酸塩、前記有機アミン類のカル
ボン酸塩、前記有機アミン類のクロム酸塩および前記有機アミン類の酢酸塩のいずれかで
ある請求項３ないし５のいずれかに記載の造粒粉末。
【請求項７】
　前記有機バインダーは、ポリビニルアルコールまたはポリビニルピロリドンを含むもの
である請求項１ないし６のいずれかに記載の造粒粉末。
【請求項８】
　前記金属粒子は、その表面が、前記外側被覆層と同様の構成の内側被覆層で覆われてな
るものである請求項１ないし７のいずれかに記載の造粒粉末。
【請求項９】
　前記金属粒子は、Ｆｅ基合金粉末であり、
　当該造粒粉末における、ＪＩＳ　Ｚ　２５０２に規定の金属粉の流動性試験方法に準じ
て測定された流動度は、３３［ｓｅｃ／５０ｇ］以下である請求項１ないし８のいずれか
に記載の造粒粉末。
【請求項１０】
　複数個の金属粒子を有機バインダーで結着してなる二次粒子と、前記二次粒子の表面を
覆うように設けられた外側被覆層とを有する造粒粉末を製造する方法であって、
　前記有機バインダーの溶液を供給しつつ、複数個の金属粒子に転動および流動の少なく
とも一方を施すことにより、前記二次粒子を得る第１の工程と、
　前記二次粒子に前記有機バインダーよりも水溶性の低い材料の溶液を供給し、前記外側
被覆層を形成する第２の工程と、を有することを特徴とする造粒粉末の製造方法。
【請求項１１】
　前記有機バインダーよりも水溶性の低い材料の溶液は、噴霧により供給される請求項１
０に記載の造粒粉末の製造方法。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１６】
　本発明の造粒粉末の製造方法は、複数個の金属粒子を有機バインダーで結着してなる二
次粒子と、前記二次粒子の表面を覆うように設けられた外側被覆層とを有する造粒粉末を
製造する方法であって、
　前記有機バインダーの溶液を供給しつつ、複数個の金属粒子に転動および流動の少なく
とも一方を施すことにより、前記二次粒子を得る第１の工程と、
　前記二次粒子に前記有機バインダーよりも水溶性の低い材料の溶液を供給し、前記外側
被覆層を形成する第２の工程と、を有することを特徴とする。
　これにより、流動性が高く、成形時の充填性が高い造粒粉末を効率よく製造することが
できる。
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